
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
訓
法
に
就
い
て

1
文
章
の
性
格
か
ら
観
た
和
化
漢
文
訓
点
資
料
の
訓
法
に
関
す
る
一
考
察

宇
　
都
　
宮
　
啓
　
吾

目
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
書
誌
的
事
項

三
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
　
の
文
章
の
性
格
に
就
い
て
ー
和
化
漢
文
的
性
格
と
伝
記
的
性
格
－

四
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
訓
法
に
就
い
て

五
、
お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

訓
点
語
研
究
の
高
ま
り
の
中
で
、
和
化
漢
文
の
訓
点
資
料
（
以
下
、
和
化
漢
文
訓
点
資
料
）
に
於
け
る
研
究
は
、
漢
籍
や
仏
書
の
訓
点
資
料

に
比
し
て
未
だ
そ
の
研
究
が
十
分
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
和
化
漢
文
訓
点
資
料
全

体
に
於
け
る
訓
法
の
非
統
一
性
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

「
者
」
字
の
訓
を
取
っ
て
み
て
も
、
（
参
考
1
）
の
如
く
同
じ
清
原
教
隆
の
加
点
に
な
る
内
閣
文
庫
本
『
令
義
解
』
と
久
遠
寺
本
『
本
朝
文

粋
』
と
で
は
、
前
者
は
「
者
」
字
を
「
人
（
ヒ
ト
）
」
と
訓
み
、
後
者
は
「
モ
ノ
」
と
訓
む
な
ど
、
和
化
漢
文
訓
点
資
料
と
い
う
一
括
り
と
し

て
の
統
一
的
な
訓
が
存
す
る
よ
う
に
は
考
え
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
訓
法
に
就
い
て
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（
参
考
1
）
「
者
」
字
の
訓
法
－
和
化
漢
文
訓
点
資
料
に
於
け
る
訓
法
の
非
統
一
性
－

く

は

】

　

　

せ

　

こ

と

　

　

　

の

　

　

　

　

　

　

に

　

　

　

し

州

・
凡
無
子
者
・
聴
二
義
四
等
以
上
親
（
去
）
於
照
（
去
）
穆
（
入
）
・
合
者
一
（
内
閣
文
庫
本
『
令
義
解
』
巻
四
）

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

イ

ブ

日

割

　

ク

毎

　

　

　

カ

ナ

へ

の

を

・
然
－
猶
・
有
先
－
師
柿
－
下
大
－
夫
　
者
・
高
振
二
面
－
妙
之
思
一
（
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
用
・
7
）

マ
ウ
チ
キ
ミ
ト
イ
フ

そ
こ
で
、
如
何
な
る
観
点
か
ら
和
化
漢
文
訓
点
資
料
の
訓
法
を
体
系
的
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
和
化
漢
文
、
乃
至
は

変
体
漢
文
は
従
来
、
一
括
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
な
面
が
存
す
る
が
、
そ
の
内
実
を
考
え
て
み
る
と
、
「
古
記
録
」
の
如
き
日
記
の
類
も
あ
れ
ば
、

「
願
文
・
表
白
文
」
の
如
き
仏
教
的
韻
文
も
存
す
る
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
一
括
し
て
和
化
漢
文
と

し
て
そ
の
訓
法
を
画
一
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
、
問
題
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
和
化
漢
文
を
何
ら
か
の
観
点
か

ら
分
類
し
、
そ
の
分
類
に
基
づ
く
訓
法
の
解
明
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

稿
者
は
、
和
化
漢
文
訓
点
資
料
の
訓
法
と
そ
の
原
漢
文
の
文
章
と
の
相
関
性
に
就
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
、
又
、
和

化
漢
文
に
就
い
て
で
は
な
い
が
、
訓
点
資
料
と
原
漢
文
の
文
章
と
の
相
関
性
に
就
い
て
の
先
学
の
御
論
も
存
す
る
。

（
参
考
2
）
文
章
と
の
関
わ
り
か
ら
観
た
訓
法
研
究

・
「
訓
読
語
億
に
基
づ
く
訓
点
資
料
の
分
類
」
（
小
林
芳
規
『
畔
嶺
糎
細
漢
籍
訓
讃
の
国
語
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
伯
・
3
）

・
月
本
雅
章
「
訓
点
資
料
の
分
類
に
つ
い
て
⊥
二
世
紀
の
仏
書
を
中
心
に
－
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
八
十
八
輯
　
平
4
・
3
）

・
拙
稿
「
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』
序
と
の
比
較
か
ら
観
た
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
所
収
「
令
義
解
序
」
の
訓
法
－
久
遠
寺
蔵
置

朝
文
粋
』
の
訓
読
の
一
面
　
－
」
　
（
『
国
文
筆
致
』
第
一
三
四
号
　
平
4
・
6
）

（1）

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
を
手
懸
り
と
し
て
、
文
章
の
性
格
と
訓
法
と
の
相
関
性
に
就
い
て
具
体
的
に
検
討

し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
書
誌
的
事
項



こ
こ
で
は
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
書
誌
的
事
項
に
就
い
て
押
さ
え
て
お
く
。
（
参
考
3
）
（
参
考
4
）
と
し
て
示
し
た
天
理
本

『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
奥
書
と
仮
名
字
体
と
に
よ
っ
て
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
が
応
徳
三
年
（
1
0
8
6
）
に
移
点
さ
れ
た
資
料

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
参
考
3
）
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
奥
書

如
形

（朱）
（朱）

（墨）
（墨）

同
廿
九
日
鮎
了
後
可
見
直
者
也

以
□
本
文
等
又
可
此
交

應
徳
三
年
八
月
九
日
於
南
勝
房
書
仁
豪

尋
往
生
極
楽
之
行
業
欲
勘
備
往
生
□
志
而
巳

浄
土

（
参
考
4
）
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
仮
名
字
体

ン ワ ‾フ ヤ マ ヽノ ナ 夕 サ カ ア

レ

レ

ロ う や て ヽノ ナ タ ザ ‘ヵ ？

畳 ヰ リ 、－、 ヒ ニ チ シ キ イ

tL
へ
、

L
r
ブ
仇
・
丸
・ム
テ

卑 三 ヒ 一↓
ヰ tL

・＼

＼ ノ
1

レノ ユ ム フ lメ ツ ス ク ウ

し ⊥ ム

血

‾ノ え ス り
′

わ

ヱ レ メ へ 、不 テ セ ケ エ

ゼ

妻

し ぺ 〈 手 ユ
ノ

せ 」7

什

エ

ヲ ロ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ オ

ソ

和
ノ

ロ ヨ t ロ丁 ／ ト
l

ソ コ ユーの

天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
訓
法
に
就
い
て
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以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
、
具
体
的
に
検
討
し
て
行
く
。

三
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
文
章
の
性
格
に
就
い
て
－
和
化
漢
文
的
性
格
と
伝
記
的
性
格
－

こ
こ
で
は
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
文
章
の
性
格
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
観
点
と
し
て
、
和
化
漢
文
的
性
格
と
伝
記
的
性
格
と
い
う
二
つ
を
設
定
す
る
。

五
四

I
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
於
け
る
和
化
漢
文
的
性
格

本
邦
撰
述
の
漢
文
体
資
料
を
検
討
す
る
場
合
に
、
ま
ず
、
そ
の
資
料
が
正
格
漢
文
で
あ
る
か
、
又
は
、
和
化
漢
文
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
、
そ
の
漠
文
体
資
料
の
文
章
の
性
格
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
の
観
点
と
し
て
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』

が
和
化
漢
文
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
に
於
い
て
和
化
漢
文
と
し
て
認
め
ら
れ
る
事
象
が
存

へ
り
ー
ー

す
る
か
否
か
、
即
ち
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
に
於
い
て
所
謂
和
化
漢
文
的
要
素
が
存
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。（3）

和
化
漢
文
的
要
素
の
設
定
に
就
い
て
は
、
築
島
裕
博
士
に
よ
っ
て
、
次
の
五
項
目
に
集
約
・
説
明
さ
れ
て
い
る
。

①
措
辞
法
（
語
順
・
語
序
）
　
の
中
に
、
漢
文
式
で
な
く
し
て
、
日
本
語
式
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
。

②
漢
字
の
用
法
の
中
に
、
純
漢
文
の
中
で
の
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
。

③
純
漢
文
を
訓
読
す
る
際
に
は
補
読
す
べ
き
語
（
即
ち
、
純
漢
文
と
し
て
表
記
す
る
と
き
に
は
表
記
し
な
い
語
）
を
漢
字
と
し
て
書
き

加
え
る
こ
と
。

④
純
粋
の
漢
文
に
用
い
な
い
和
語
を
漢
字
で
表
現
す
る
こ
と
。

⑤
固
有
名
詞
以
外
の
語
を
、
万
葉
仮
名
・
平
仮
名
・
省
画
仮
名
な
ど
を
用
い
て
表
記
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
五
項
目
に
就
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
と
思
し
い
言
語
事
象
を
調
査
し
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
が
和
化
漢
文
で



あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。

①
措
辞
法

語
順
・
語
序
に
就
い
て
は
、
概
ね
中
国
古
典
の
文
法
規
範
に
適
っ
て
い
る
と
思
し
く
、
和
化
漢
文
的
要
素
と
し
て
該
当
し
得
る
言
語
事
象

は
見
出
し
難
い
。
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
峰
岸
明
博
士
も
「
純
漢
文
の
語
序
に
倣
う
表
記
が
、
記
録
体
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
乱
れ
も
な
く
、

整
然
と
行
な
わ
れ
て
い
る
。
」
（
峰
岸
明
「
霊
験
記
の
文
体
と
伝
記
の
文
体
」
‥
『
変
体
漢
文
』
東
京
堂
出
版
昭
聖
5
）
と
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の

点
か
ら
も
窺
わ
れ
る
と
こ
を
で
あ
る
。

②
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
漢
字

「
了
」
「
由
」
字
は
、
先
学
が
和
化
漢
文
に
特
有
の
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
に
も
見
出
せ
る
。

こ

・
大
臣
忽
令
書
罵
供
養
法
花
経
一
部
刊
．
（
2
1
オ
7
）

l
こ

・
烏
告
此
由
故
以
来
也
．
（
3
8
オ
5
）

そ
の
他
、
謙
聾
甲
と
し
て
の
「
申
」
字
の
用
法
も
、
中
国
古
典
に
は
見
出
し
難
く
、
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
漢
字
と
考
え
ら
れ
る
。

シ

テ

　

　

　

ノ

　

　

　

　

ノ

・
食
了
語
弟
子
日
・
汝
参
元
動
寺
相
應
和
尚
御
房
・
申
云
・
成
意
只
今
詣
極
楽
・
於
彼
界
・
可
奉
（
去
）
謁
（
入
）
．
（
2
6
オ
4
）

③
補
読
語
の
漢
字
表
記

本
来
は
訓
読
の
際
に
補
読
す
べ
き
語
の
漢
字
表
記
の
例
と
し
て
、
「
奉
」
字
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ

ノ

　

ニ

　

1

・
大
王
夢
此
記
中
可
奉
載
聖
徳
太
子
行
基
菩
薩
．
（
1
5
ウ
7
）

「
奉
」
字
は
、
中
国
古
典
に
於
い
て
も
天
子
や
神
仏
等
に
対
す
る
敬
語
の
用
法
を
有
し
て
い
る
が
、
右
の
如
き
「
奉
」
字
の
用
法
は
、
和
化

（4）

漢
文
に
特
有
の
用
法
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

④
⑤
純
粋
の
漢
文
に
用
い
な
い
和
語
・
万
葉
仮
名
の
使
用

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
は
、
和
歌
を
万
葉
仮
名
で
表
記
し
た
例
が
存
在
す
る
。

天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
訓
法
に
就
い
て
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代
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五
六

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

メ

・
斯
那
控
留
夜
可
多
乎
可
夜
摩
適
／
宇
意
底
許
夜
世
留
他
比
主
等
阿
波
礼
．
／
於
夜
奈
之
適
奈
礼
奈
利
介
米
夜
・
佐
／
須
陀
気
・
乃
岐

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

ノ

禰
波
夜
奈
吉
母
・
伊
比
爾
宇
／
意
天
・
許
夜
留
諸
能
多
比
重
等
安
波
礼
（
7
ウ
6
～
8
オ
3
）

右
の
例
が
、
和
歌
の
万
葉
仮
名
表
記
例
で
、
こ
れ
が
純
粋
の
漢
文
に
は
用
い
な
い
和
語
・
万
葉
仮
名
の
使
用
例
、
即
ち
、
和
化
漢
文
に
特

有
の
例
と
し
て
指
摘
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
結
果
を
眺
め
て
み
る
と
、
従
来
、
和
化
漢
文
の
代
表
の
如
く
扱
わ
れ
て
き
た
「
古
記
録
」
に
比
べ
て
そ
の
和
化
漢
文
的
要
素
が
少

（5）

な
い
感
は
あ
る
も
の
の
、
既
述
の
如
き
例
の
存
在
に
よ
っ
て
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
を
和
化
漢
文
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で

あ
る
。即

ち
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
に
は
そ
の
文
章
の
性
格
と
し
て
、
和
化
漢
文
的
性
格
を
有
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
於
け
る
伝
記
的
性
格

次
に
、
著
述
意
図
の
観
点
か
ら
作
者
が
如
何
な
る
文
章
の
作
成
を
志
向
し
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
即
ち
、
著
述
意
図
か
ら
作

者
が
如
何
な
る
性
格
の
文
章
を
作
成
し
よ
う
と
志
向
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
著
述
意
図
を
探
る
た
め
に
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
序
文
を
検
討
し
て
み
る
。
以
下
に
、
（
参
考
5
）
と
し
て
　
『
日
本

往
生
極
欒
記
』
　
の
序
文
を
掲
げ
た
。

（
参
考
5
）
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
序
文

叙
日
予
自
少
日
念
禰
陀
悌
行
年
四
十
以
降
其
志
禰
劇
口
唱
名
競
心
観
相
好
行
住
坐
臥
暫
不
忘
造
次
顛
柿
必
寅
於
是
夫
堂
舎
塔

廟
有
摺
陀
像
有
浄
土
囲
者
莫
不
敬
産
道
俗
男
女
有
志
極
欒
有
願
往
生
者
莫
不
結
線
経
論
疏
記
説
其
功
徳
述
其
因
縁
者
莫
不
披

関
大
唐
弘
法
寺
澤
迦
才
撰
浄
土
論
其
中
載
往
生
者
二
十
人
迦
才
目
上
引
経
論
二
敬
語
往
生
事
賓
烏
艮
験
但
衆
生
智
浅
不
達
聖

旨
若
不
記
現
往
生
者
不
得
勧
進
其
心
誠
哉
斯
言
又
瑞
應
博
所
載
四
十
飴
人
此
中
有
屠
牛
販
鶏
者
達
善
知
識
十
念
往
生
予
毎
見



此
輩
蘭
画
其
志
今
検
園
吏
及
諸
人
別
博
有
異
相
往
生
者
乗
亦
訪
於
故
老
都
塵
得
四
十
徐
人
予
感
嘆
等
伏
膚
聯
記
操
行
競
日
日

本
往
生
極
欒
記
臭
後
之
見
此
記
者
莫
生
疑
惑
願
我
与
一
切
衆
生
往
生
安
欒
国
土
焉

こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
作
者
で
あ
る
慶
滋
保
胤
は
、
中
国
に
於
い
て
著
述
さ
れ
た
往
生
者
の
伝
記
で
あ
る
『
浄
土

論
』
や
『
瑞
應
俸
』
に
倣
っ
て
、
本
邦
に
於
け
る
往
生
者
の
伝
記
を
著
述
し
ょ
う
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』

の
作
者
で
あ
る
慶
滋
保
胤
は
、
伝
記
と
い
う
文
章
の
作
成
を
志
向
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少
し
時
代
は
降
る
が
、
『
本
朝
新
修
往
生
備
』

序
の
中
で
「
日
本
往
生
倒
寛
和
年
中
著
作
郎
慶
保
胤
所
作
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
に
於
い
て
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
が

伝
記
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
著
述
意
図
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
内
容
・
形
態
面
に
於
い
て
も
、
伝
記
と
し
て
認
め
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

（
参
考
6
）
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
「
増
祐
」
伝

沙
門
塀
祐
播
磨
園
賀
古
郡
蜂
目
郷
人
也
小
目
入
京
住
如
意
寺
念
悌
讃
経
天
延
四
年
正
月
身
有
小
瘡
飲
食
非
例
或
人
夢
寺
中
西

井
連
有
三
車
間
日
何
車
乎
車
下
人
答
云
烏
迎
増
柘
上
人
也
重
夢
車
初
在
井
下
今
在
房
前
同
月
晦
日
塘
柘
謂
弟
子
日
死
期
巳
至

可
儲
葬
具
寺
借
間
之
相
共
集
合
論
談
尺
教
義
理
世
間
元
常
暁
顧
被
扶
弟
子
僧
向
葬
庭
先
是
去
寺
五
六
町
許
穿
一
大
穴
上
人
於

穴
中
念
悌
即
世
臭
此
時
寺
南
廿
人
許
高
聾
唱
禰
陀
競
驚
而
尋
見
巳
売
人
焉

（
参
考
6
）
の
「
増
祐
」
に
関
す
る
記
事
に
於
い
て
は
、
「
増
祐
」
の
出
自
・
生
前
（
幼
少
、
成
人
）
の
行
業
・
臨
終
時
の
様
子
な
ど
が
記
さ

（6）

れ
て
お
り
、
伝
記
と
し
て
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
全
体
に
亘
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら

も
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
が
伝
記
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
語
学
的
な
観
点
か
ら
も
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
伝
記
的
性
格
を
示
す
こ
と
も
必
要
に
な
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
就
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

と
は
言
え
、
著
述
意
図
の
観
点
や
内
容
・
形
態
面
か
ら
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
が
そ
の
文
章
に
於
い
て
伝
記
的
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と

天
理
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
　
の
訓
法
に
就
い
て
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は
確
認
出
来
そ
う
で
あ
る
。

四
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
訓
法
に
就
い
て

先
の
如
く
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
文
章
の
性
格
を
踏
ま
え
た
上
で
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
訓
法
に
就
い
て
検
討
を
進
め
て

行
き
た
い
。

こ
こ
で
は
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
訓
法
の
性
格
を
知
る
上
で
有
効
と
考
え
ら
れ
る
助
字
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

そ
の
結
果
を
以
下
の
1
0
項
目
と
し
て
掲
げ
た
。

①
「
将
」

「
将
」
字
は
、
平
安
初
期
に
於
い
て
は
単
読
で
あ
っ
た
が
、
平
安
中
期
以
降
に
於
い
て
は
再
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
助
字
で

（7）
あ
る
。

マ
サ
こ
　
メ
　
セ
ム
ト
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
カ
タ
チ
　
　
イ
ケ
ル
カ

・
婿
赦
葬
．
之
太
子
井
妃
・
其
容
如
生
．
（
9
ウ
7
）

ス
ル
こ

天
理
本
に
於
い
て
は
、
右
の
如
く
、
「
将
」
字
を
再
読
し
て
い
る
。

②
「
巳
」

完
了
の
意
を
示
す
際
に
、
「
己
」
字
は
「
ヌ
」
、
乃
至
は
「
ヲ
ハ
ル
・
ヲ
ハ
　
（
リ
）
ス
」
と
訓
読
さ
れ
、
前
者
は
平
安
初
期
に
於
い
て
、
後
者

（8）

は
平
安
中
期
以
降
に
於
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
天
理
本
に
於
い
て
は
、
次
の
如
く
「
ヲ
ハ
ル
」
と

訓
読
さ
れ
て
い
る
。

（

ヲ

ハ

）

ル

ニ

　

　

ム

テ

・
便
到
巳
・
閣
王
珂
日
・
（
1
3
オ
2
）

③
「
欲
」



「
欲
」
字
は
、
天
理
本
に
於
い
て
、
「
ム
ト
ス
」
・
「
ム
ト
オ
モ
フ
」
と
い
う
二
種
の
訓
法
が
存
す
る
。

ス
ル

・
汝
欲
入
．
之
獄
也
．
（
1
3
オ
2
）

テ

ス

カ

ヘ

ナ

ム

ト

・
直
到
亡
女
家
．
引
女
．
令
著
天
衣
．
共
載
欲
還
．
　
（
3
7
オ
6
）

（

オ

モ

）

フ

セ

ム

ト

　

ヲ

・
智
光
得
蘇
．
欲
　
謝
菩
薩
．
（
1
3
オ
7
）

（
オ
モ
）
ア
サ
1
ヘ
ム
ト
　
　
こ

・
欲
　
支
　
葬
赦
．
也
．
（
2
0
ウ
5
）

先
の
二
例
の
「
ム
ト
ス
」
は
「
将
」
字
と
同
義
の
訓
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
の
二
例
の
「
ム
ト
オ
モ
フ
」
は
、
仏
書
に
多
く
用
い
ら
れ

（9）

る
と
い
わ
れ
る
訓
法
で
あ
る
。

右
の
如
く
、
「
欲
」
字
の
訓
法
に
は
二
種
が
存
し
、
「
将
」
字
と
同
義
の
「
ム
ト
ス
」
、
そ
し
て
、
仏
書
に
多
く
用
い
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
「
ム

ト
オ
モ
フ
」
で
あ
る
。

④
「
令
」

使
役
の
「
令
」
字
は
、

、；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）

漢
籍
に
於
い
て
「
令
」
と
い
う
再
読
形
式
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
、
天
理
本
に
於
い
て
は
次
の
如
く
、

シ
ム

漢
籍
と
同
様
の
再
読
形
式
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

シ

ム

　

タ

ウ

ノ

ヲ

・
即
令
我
．
抱
銅
柱
．
（
1
3
オ
5
）

参
考
ま
で
に
、
「
使
」
字
の
例
を
挙
げ
る
。

こ
　
フ
テ
ツ
　
ヲ
ツ
カ
ハ
シ
テ
　
タ
　
セ
－
．
ヲ

止
太
子
大
悲
使
　
　
厚
葬
之
．
（
8
ウ
2
）

シ
ム

⑤
「
之
」

コ

レ

　

　

　

コ

レ

文
末
の
助
字
「
之
」
に
就
い
て
見
る
と
、
次
の
如
く
、
不
読
さ
れ
ず
に
「
之
ヲ
」
「
之
1
こ
と
訓
読
さ
れ
る
も
の
が
存
す
る
。

レ

リ

ニ

・
砂
碓
借
乗
之
．
（
2
7
ウ
4
）

ハ
シ
メ
テ
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ツ
カ
ラ
　
シ
テ
　
ス
　
タ

・
太
子
肇
制
憲
法
十
七
條
．
手
書
奏
之
．
（
7
オ
1
）

天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
訓
法
に
就
い
て
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マ

コ

ノ

　

　

　

ソ

シ

ル

ヲ

・
千
時
大
臣
馬
子
宿
禰
等
讃
之
．
（
8
ウ
3
）

そ
の
一
方
で
、
次
の
如
く
、
不
読
と
思
し
い
例
も
存
す
る
。

キ

ニ

キ

フ

・
ミ
大
驚
奇
之
．
（
6
ウ
3
）

先
の

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

富
国
講
師
薬
園
・
見
而
異
之
．
（
1
8
オ
7
）

「‖－

「
之
」
字
を
実
詞
訓
で
訓
読
す
る
例
は
、
漢
籍
の
訓
法
に
対
立
す
る
も
の
と
言
わ
れ
る
訓
法
で
あ
る
。

⑥
「
也
」

天
理
本
に
於
い
て
、
「
也
」
字
に
訓
点
を
付
し
た
例
は
一
例
も
無
く
、
「
ナ
リ
」
が
固
定
訓
と
し
て
存
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ

望
躯
爪

る
。
「
ナ
リ
」
を
固
定
訓
と
し
て
訓
読
す
る
訓
法
は
、
和
化
漢
文
の
訓
法
に
特
徴
的
と
言
わ
れ
る
訓
法
で
あ
る
が
、
天
理
本
に
於
い
て
は
、
あ

て
は
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑦
「
謂
」

天
理
本
に
於
い
て
「
謂
」
字
に
訓
点
の
付
し
て
あ
る
例
を
見
る
と
、
次
の
如
く
、
「
オ
モ
バ
ク
」
と
い
う
副
詞
と
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
。

ラ

ク

　

　

　

シ

　

　

　

　

テ

・
自
謂
・
我
貧
巳
後
・
定
煩
遺
弟
．
（
2
0
ウ
4
）

オ

モ

ハ

ク

　

ノ

・
自
－
謂
悌
カ
所
致
．
也
．
（
2
7
オ
2
）

こ
の
「
謂
」
字
を
副
詞
と
し
て
訓
読
す
る
訓
法
は
、
漢
籍
に
も
存
す
る
が
、
平
安
中
期
伝
記
類
訓
点
資
料
に
代
表
的
な
訓
法
と
さ
れ
る
も

（13）

の
で
あ
る
。
但
し
、
「
オ
モ
バ
ク
」
に
呼
応
す
る
「
ト
」
・
「
ト
オ
モ
ヘ
リ
」
は
存
し
な
い
。
そ
れ
故
に
、
呼
応
の
あ
る
訓
法
に
比
し
て
、
新
し

へ
‖
し

い
訓
法
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
「
及
」

並
列
の
意
を
示
す
「
及
」
字
に
は
、
「
ト
…
ト
」
と
訓
読
さ
れ
る
為
に
「
及
」
字
自
体
が
不
読
と
さ
れ
る
場
合
と
、
「
オ
ヨ
ビ
」
と
訓
読

（15）

さ
れ
る
場
合
と
が
存
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。



（16）

天
理
本
に
於
い
て
は
後
者
の
訓
法
で
あ
り
、
前
者
に
比
べ
て
新
し
い
訓
法
と
考
え
ら
れ
る
。

ノ

ノ

　

　

ラ

ヲ

　

　

　

　

こ

・
菩
薩
率
九
十
九
倍
・
及
治
部
玄
番
雅
楽
三
司
等
向
難
波
津
．
（
1
4
オ
1
）

又
、
参
考
と
し
て
、
同
様
に
並
列
の
意
を
示
す
「
井
」
字
を
見
て
み
る
。

テ

　

　

　

カ

タ

チ

イ

ケ

ル

カ

d
太
子
井
妃
・
其
容
如
生
．
（
9
ウ
7
）

（17）

右
の
如
く
「
ナ
ラ
ビ
テ
」
と
訓
読
さ
れ
て
お
り
、
小
林
芳
規
博
士
に
よ
っ
て
古
訓
法
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑨
「
者
」

（18）

人
物
を
示
す
「
者
」
字
に
は
、
「
ヒ
ト
」
と
訓
読
す
る
訓
法
と
、
「
モ
ノ
」
と
訓
読
す
る
訓
法
と
の
二
種
の
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

天
理
本
に
於
い
て
は
、
次
の
如
く
後
者
（
「
モ
ノ
」
）
　
で
訓
読
さ
れ
て
お
り
、

ハ

ム

モ

ノ

・
念
悌
之
外
誰
敢
救
者
．
（
3
5
オ
7
）

（19）

前
者
（
「
ヒ
ト
」
）
　
に
比
し
て
新
し
い
訓
法
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
読
み
添
え
語

天
理
本
に
於
い
て
、
「
日
・
云
」
字
を
「
イ
バ
ク
」
と
訓
読
し
た
場
合
の
呼
応
を
見
る
と
、
そ
の
呼
応
す
る
語
を
読
み
添
え
な
い
こ
と
が
多

く
、
寧
ろ
、
そ
れ
が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
次
の
如
き
例
も
存
す
る
。

ス
　
　
バ
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
ム
ト
イ
フ
テ
　
セ
ム
コ
ト
ヲ
　
こ

・
傍
目
・
吾
不
厭
垢
横
．
唯
望
　
感
　
人
間
（
3
オ
3
）

ク

レ

　

　

　

　

ナ

H

ソ

ト

・
日
羅
指
太
子
．
日
是
紳
（
平
）
人
（
平
）
臭
．
（
4
オ
2
）

（20）

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
訓
法
は
、
呼
応
の
無
い
訓
法
に
比
し
て
古
い
訓
法
と
言
わ
れ
て
い
る
。

尚
、
助
動
詞
の
「
ラ
ム
」
を
天
理
本
に
於
い
て
探
し
て
み
る
と
、
次
の
如
き
例
が
見
つ
か
る
。

ノ

マ

フ

ヲ

　

　

シ

テ

ツ

ラ

ム

　

こ

　

　

　

こ

・
我
以
太
子
裏
口
．
必
死
遇
太
子
於
浄
土
．
（
1
0
オ
5
）

天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
訓
法
に
就
い
て
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（21）

こ
の
例
は
、
小
林
芳
規
博
士
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
古
訓
法
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
天
理
本
の
訓
法
を
助
字
1
0
項
目
と
読
み
添
え
の
助
動
詞
1
項
目
と
に
亘
っ
て
検
討
し
て
み
た
。

（22）

六
二

従
来
、
文
章
の
性
格
と
訓
法
と
の
関
連
か
ら
訓
点
資
料
を
分
類
し
た
御
論
と
し
て
、
小
林
芳
規
博
士
の
も
の
が
存
す
る
。
博
士
の
御
論
に

よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
訓
点
資
料
を
分
類
さ
れ
て
い
る
。

第
一
類
　
平
安
初
期
訓
点
資
料

第
二
類
　
漢
籍
訓
点
資
料

第
三
類
　
平
安
中
期
仏
書
訓
点
資
料

第
四
類
　
平
安
中
期
伝
記
類
訓
点
資
料

第
一
種
　
準
古
訓
法
資
料

第
二
種
　
新
訓
法
資
料

第
五
類
　
和
化
漢
文

こ
れ
に
沿
っ
て
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
助
字
の
訓
法
を
考
え
る
な
ら
ば
、
「
謂
」
字
を
「
オ
モ
バ
ク
」
と
訓
読
す
る
例
や
、
第

一
類
に
対
立
す
る
訓
法
が
存
す
る
点
な
ど
か
ら
、
第
四
類
平
安
中
期
伝
記
類
訓
点
資
料
（
第
一
種
準
古
訓
法
資
料
）
の
訓
法
と
一
致
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

先
に
検
討
し
た
如
く
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
は
和
化
漢
文
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
点
し
た
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
は
和
化
漢
文
訓
点

資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
見
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
は
そ
の
訓
法
が
第
五
類
の
和
化
漢
文
に
位
置

づ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
、
第
四
類
平
安
中
期
伝
記
類
訓
点
資
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
点
に
は
注
目
で
き
る
。

こ
の
点
に
就
い
て
考
え
て
み
る
。
右
の
如
き
結
果
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
作
者
で
あ
る
慶
滋
保
胤
の
著
述
意

図
や
文
章
の
性
格
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
は
慶
滋
保
胤
が
中
国
の
伝
記
に
倣



っ
て
本
邦
の
「
往
生
伝
」
を
著
述
し
ょ
う
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
が
中
国
の
正
格
漢
文
に
近

く
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
和
化
漢
文
の
代
表
の
如
く
扱
わ
れ
て
い
る
「
古
記
録
」
に
於
い
て
は
措
辞
法
の
点
で
語
序
の

乱
れ
が
多
々
見
出
さ
れ
る
も
の
の
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
に
於
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
乱
れ
が
見
出
さ
れ
ず
、
正
格
漢
文
に
倣
う
も
の
で
あ

（23）

っ
た
。
又
、
和
化
漢
文
的
要
素
自
体
も
、
「
古
記
録
」
に
於
け
る
そ
れ
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
く
、
和
化
漢
文
的
要
素
の
強
い
文
章
と
は
言
え

な
い
よ
う
で
あ
る
。

加
え
て
、
次
の
文
章
も
参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
参
考
7
）
遺
宋
本
『
往
生
要
集
』
収
載
の
源
信
書
状

備
子
源
信
、
暫
離
本
山
、
頭
陀
干
西
海
道
諸
州
名
嶽
室
窟
、
適
遠
客
著
岸
之
日
、
不
園
舎
面
、
是
宿
因
也
、
然
猶
方
語
末
通
、

蹄
朝
各
促
、
更
封
手
札
、
述
以
心
懐
、
側
聞
、
法
公
之
本
朝
、
三
賛
興
隆
、
甚
随
喜
臭
、
我
園
東
流
之
教
、
傍
目
再
中
、
嘗
今

剋
念
極
欒
界
、
掃
依
法
華
経
者
、
俄
盛
焉
、
悌
子
是
念
極
欒
其
一
也
、
以
本
習
深
故
、
著
往
生
要
集
三
巻
、
備
干
観
念
、
夫
一

天
之
下
、
一
法
之
中
、
皆
四
部
衆
、
何
親
何
疎
、
故
以
此
文
、
敢
附
蹄
帆
、
抑
在
本
朝
猶
怒
其
拙
、
況
於
他
郷
乎
、
然
而
本
妻

一
腰
、
樅
有
誹
誘
者
、
縦
有
讃
歎
者
、
僻
括
共
我
往
生
極
欒
之
線
焉
、
又
先
師
故
慈
恵
大
僧
正
（
語
長
源
）
作
観
音
讃
、
著
作

郎
慶
保
胤
、
作
十
六
相
讃
及
日
本
往
生
博
、
前
進
士
寓
意
〔
作
〕
法
華
経
輿
同
亦
贈
欲
令
知
異
域
之
有
此
志
、
嗟
乎
一
生
再
々
、

両
岸
蒼
々
、
後
合
如
何
、
泣
血
而
己
、
不
宣
以
状

正
月
十
五
日

天
台
樗
願
院
某
申
状

大
宋
園
某
賓
旅
下

右
の
文
章
は
、
『
往
生
要
集
』
の
作
者
で
あ
る
源
信
が
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
等
の
書
を
中
国
に
贈
っ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
文
章
の
存
在
か
ら
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
が
中
国
人
に
と
っ
て
読
む
に
足
る
文
章
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
言
い
換
え
れ
ば
、
『
日

本
往
生
極
欒
記
』
が
正
格
漢
文
に
近
い
文
章
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
で
著
述
さ
れ
た
伝
記
資
料
と
非
常
に
近
い
文
章
で

天
理
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
訓
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
訓
読
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
は
和
化
漢
文
と
言

い
な
が
ら
、
そ
の
和
化
漢
文
的
要
素
は
非
常
に
乏
し
く
（
言
い
換
え
れ
ば
、
正
格
漢
文
に
近
く
）
、
そ
の
為
に
、
結
果
と
し
て
和
化
漢
文
的
な
訓

法
で
は
な
く
、
も
う
一
方
の
性
格
で
あ
る
伝
記
の
性
格
に
引
か
れ
て
伝
記
と
し
て
の
訓
法
で
訓
読
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

和
化
漢
文
的
性
格
と
伝
記
的
性
格
と
の
混
在
・
せ
め
ぎ
あ
い
の
結
果
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
で
は
伝
記
的
性
格
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
伝
記

的
性
格
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
訓
法
は
、
原
漢
文
（
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
）
の
文
章
の
性
格
に
よ
っ

て
そ
の
訓
法
が
形
成
さ
れ
た
面
の
存
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
訓
法
に
就
い
て
、
原
漢
文
（
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
）
の
文
章
の
性
格
と
の
関
わ
り
に
注
目
し

て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
訓
法
に
は
、
原
漢
文
の
文
章
の
性
格
が
反
映
さ
れ
る
面
の
存
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
た
。
今
回
の
検
討
は
、
天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
み
を
取
り
扱
っ
た
検
討
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
他
の
和
化
漢
文
訓
点

資
料
に
於
い
て
も
予
想
し
得
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

和
化
漢
文
に
は
、
『
御
堂
関
白
記
』
の
如
き
非
常
に
和
化
漢
文
的
性
格
の
強
い
文
章
も
あ
れ
ば
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
如
き
和
化
漢
文

的
性
格
の
弱
い
文
章
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
和
化
漢
文
的
な
訓
読
の
な
さ
れ
る
度
合
い
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
自
然
な
も

の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
文
章
群
毎
の
訓
法
の
相
違
と
い
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
を
例
に
採
っ
て
み
る
。
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』

に
於
い
て
は
清
原
教
隆
が
訓
読
（
加
点
）
し
な
が
ら
そ
こ
に
は
全
巻
を
通
じ
て
の
統
一
的
な
訓
法
が
見
出
し
得
ず
、
『
本
朝
文
粋
』
が
様
々
な



（24）

文
章
の
集
成
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
文
章
群
毎
に
訓
法
が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
「
之
」
字
を

不
読
と
す
る
訓
法
が
次
の
（
参
考
8
）
の
表
の
如
く
、
後
半
の
文
章
群
に
於
い
て
は
一
例
も
見
出
せ
な
い
と
い
っ
た
顕
著
な
例
す
ら
存
し
て
い

る
。（

参
考
8
）
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
　
に
於
け
る
「
之
」
字
の
訓
法
と
そ
の
分
布

①
不
読

イ

　

ホ

ツ

　

　

　

　

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ト

／

．

＼

ク

　

　

　

　

セ

ヨ

・
己
－
費
－
覚
。
・
未
－
費
－
覚
・
巳
－
結
－
正
・
未
－
結
－
正
・
成
　
皆
赦
】
除
之
．
（
二
　
4
・
3
）

l
一

ヲ

ホ

イ

ナ

ル

カ

ナ

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

ー

ス

ル

こ

と

・
大
　
哉
誓
－
願
・
無
二
得
而
稀
一
　
之
．
（
十
　
6
3
・
1
0
）

②
「
コ
レ
」

数巻 章文 ．不 ココレコ

2 詔 1 3

2 書勅

2 答勅 5

2 記位

2 符勅

2 符官 2

2 事封見意 4

3 冊対

4 奏論

5～4 表 1 1

5 状辞 1

7～5 状奏 3 81

8

序

序書 2

11～8 序詞 5 71

11 序歌口‾木
っ

21 詞 1

21 行 1

21 文

21 讃

21 論

21 銘

21 記 8

21 伝 3

21 牒 1

21 文祝

21 文請起

21 文行奉

21 文制禁

21 状怠

21 書落

31 文祭

31 文願呪

31 文白表

31 文原発

31 文識知

31 史廻

41～31 文願 4

天
理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
訓
法
に
就
い
て
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コ

ト

ク

ニ

ス

メ

リ

　

　

　

　

　

　

ワ

ス

ル

こ

と

を

・
其
聾
琴
　
清
・
詠
－
歌
不
レ
能
レ
和
レ
　
之
（
八
　
3
7
3
・
1
1
）

ウ

　

　

　

　

　

ウ

ヘ

　

マ

ナ

フ

ル

　

　

を

モ

ノ

は

ユ

ク

　

コ

ヽ

ニ

・
四
海
之
中
二
－
山
之
上
・
撃
　
顧
－
敬
老
往
二
レ
之
一
（
十
四
　
2
8
7
・
6
）

六
六

以
上
の
如
き
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
和
化
漢
文
訓
点
資
料
に
就
い
て
そ
の
訓
法
を
問
題
と
す
る
場
合
に
は
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
和

化
漢
文
的
性
格
と
、
又
、
基
調
と
し
て
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
も
言
う
べ
き
文
章
の
性
格
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
存
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
和
化
漢
文
訓
点
資
料
の
訓
法
を
体
系
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
際
に
、
和
化
漢
文
の
文
章
の
性
格
と
訓
法

と
の
相
関
性
と
い
う
観
点
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
有
効
な
視
点
と
成
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
確
か
に
、
訓
法
の

相
違
す
る
要
因
に
は
、
時
代
差
や
位
相
差
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
文
章
差
の
み
で
訓
法
を
区
別
し
得
る
と
も
考
え
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
近
年
の
和
化
漢
文
研
究
の
中
で
和
化

漢
文
の
文
章
自
体
の
体
系
的
な
把
握
と
個
別
的
な
文
章
群
の
解
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
現
状
に
於
い
て
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
訓
法
研

究
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
研
究
史
の
上
で
も
必
要
な
観
点
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
以
上
の
こ
と
に
配
慮
し
っ
つ
、
文
章
の
性
格
の
把
握
に
基
づ
い
て
訓
法
を
検
討
し
、
和
化
漢
文
訓
点
資
料
の
訓
法
の
体
系
的
な

解
明
を
進
め
て
行
き
た
い
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

此
書
に
就
い
て
は
、
原
本
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
又
、
『
平
安
詩
文
残
篇
』
　
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
　
八
木
書
店
　
昭
5
9
・
1
）
に
影
印
が
収

載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
に
於
い
て
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

山
本
真
吾
「
平
安
時
代
に
於
け
る
表
白
文
の
文
体
的
性
格
－
和
化
漢
文
的
要
素
に
注
目
し
て
ー
」
　
（
『
囲
文
筆
致
』
1
1
5
　
昭
6
2
・
9
）

「
変
体
漢
文
研
究
の
構
想
」
（
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
讃
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
第
七
章
第
三
節
　
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
一
空

小
林
芳
規
「
六
地
蔵
寺
蔵
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
訓
点
に
つ
い
て
」
（
六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊
第
三
巻
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
解
題
　
汲
古



書
院
　
昭
5
9
）

（
5
）
　
従
来
の
「
古
記
録
」
研
究
に
於
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
例
の
中
に
は
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
存
し
な
い
例
が
散
見
さ
れ
る
。
従
来
の
「
古
記

録
」
研
究
に
関
し
て
は
、
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
甲
2
）
や
峰
岸
明
『
変
体
漢
文
』
（
東
京
堂

出
版
　
昭
6
1
・
5
）
　
の
表
記
・
語
彙
・
文
法
・
文
体
に
関
す
る
項
目
に
詳
し
い
。

（
6
）
　
小
林
保
治
「
往
生
伝
の
享
受
と
そ
の
構
造
に
つ
い
て
－
百
本
往
生
極
欒
記
：
中
心
に
－
」
（
古
典
遺
産
の
会
編
『
往
生
伝
の
研
究
』
昭
聖
5
）
に
於

い
て
も
、
「
往
生
伝
」
（
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
）
が
伝
記
と
し
て
の
体
裁
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
が
詳
し
く
存
す
る
。

（
7
）
　
「
訓
読
語
法
に
基
づ
く
訓
点
資
料
の
分
類
」
（
小
林
芳
規
『
糾
海
糎
綿
漢
籍
訓
議
の
園
語
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
の
㌻
3
）
（
＝
①
文

献
）

890111

（12）（13）

（14）（15）（16）（17）（18）（19）（20）（21）

小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
間
題
－
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
－
」
（
『
国
語
撃
』
1
6
　
昭
2
9
・
3
）
　
（
＝
②
文
献
）

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

小
林
芳
規
「
陳
述
の
助
字
「
之
」
字
の
訓
読
－
特
に
、
博
士
家
点
と
仏
誉
画
と
の
訓
分
け
－
」
　
（
『
文
学
論
藻
』
2
3
　
昭
3
7
・
1
0
）

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

小
林
芳
規
「
日
本
往
生
極
楽
記
の
訓
点
に
つ
い
て
」
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
平
安
詩
文
残
篇
』
訓
点
解
題
　
八
木
書
店
　
昭
5
9
・
1
）

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

注
（
7
）
①

注
（
7
）
②天

理
本
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
　
の
訓
法
に
就
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
2
2
）
　
注
（
7
）
①

（
2
3
）
　
注
（
5
）
参
照

又
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
の
措
辞
法
が
正
格
漢
文
の
そ
れ
に
適
っ
て
い
る
こ
と
は
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
が
正
格
漢
文
に
近
い
印
象
を
与
え
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
点
に
就
い
て
は
今
後
の
検
討
に
期
し
た
い
。

（
2
4
）
　
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』
序
と
の
比
較
か
ら
観
た
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
所
収
「
令
義
解
序
」
の
訓
法
－

久
遠
寺
蔵
r
本
朝
文
粋
』
の
訓
読
の
一
面
－
」
（
『
国
文
筆
致
』
第
一
三
四
号
　
平
4
・
6
）
に
於
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

（
付
記
）

本
稿
は
、
第
十
八
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
平
成
5
・
8
、
於
広
島
大
学
）
に
於
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

成
稿
に
際
し
て
は
、
沼
本
克
明
先
生
よ
り
貴
重
な
御
教
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。




